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墟地足猿と憲･口こ関す５実験的昶究--な^学挫ヽ･高齢婦人・9 比較一一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o ^ヽ･Lt、

< 目的〉今日靴,i、そ｡ﾌ威能ヽぼよ･} もファッ1/ョン'り^'t親tりH-るよ1 な傾向が強<, そ

の詞訓紅婦ん靴でヽ^陣害に関す3 外刎則げみられる。その陣曹ば中吽以上の婦ﾒ,に

や（みられ。高齢几。遂む我国ﾏヽ々深刻な間題ヽなりっつふる。足nん間崖娼<n 劃M.j.,あ

')，竹齢の移行心i^3足塙右よV童心の泉北i追求す? こいi急匁に直之｀高齢北社如こお

吋到i 3 祠への対廸のよ1',皇零ヤ般孝J 2 11 4,の・考え本研北i幻う; -ii乞徊りい ^こ。

< 力法＞1･雄琴急々^苛い･3名　末人寸? 功名　2．貳映　O 足疏に関寸i軋験

　じドスコーフ･（趨地足臨撮彩装置）に<F ')足疏を撮影い足長・足痛･ 足患部面積■土

ふます面積の測吏I行なラ。2) t 'ル高のまら宍3重心の移動に関寸5実験　0. 3

，S，7 cm のモ予リレt ール訓

制定バt なった。

く結果ン「足疏に関寸5大蔵　･ I--!・足長心f祁関関諸Σみ5．・。土ふ3 ず面嶺；足

声都面礦　牙a. ･冷　海人･力　・μ抽gβ面碩　学住＜達人　･即趾角　洋住〉まk (淀

/い^足の変り声々｀かヽ）2. tづﾚ南の違いによI 動りの移珈こ図寸丿爽躾　・食･。｀幼穣

函嶺　嘩吐く渫心　ヒー･レOcr>iくヒー･レ7cm　・重心の揺収　゛¥並く浦人（沫いf t -ル

為,こよ3 影響＼i､毎｡関藤）・l/b動揺距艇　洋挫く声人, ヒールひこ，くt:- ･レワ・・･・童’li｀

の功曼　ヒールが高< '
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　s妁　人生・ヽブ7 4マヽ/ ? 入区灘5 鮑n なトレーン-g rい■TりX デ･'AツクＴレ入. 恚色

直し跨・ヽ口’･ｸ才レスノlヽ頂牝可失し1 tヵヽｔし玖もこうI' 1^.葦蓼採否嫁ぶ､策E^用す

5 * iり: つて. 庵劈が｀どぅ支勧すI や　i kフォ- へ､rと-うヵヽI足瓜計測器つ

rz。

　% 侃草験還･^ 'J、2 0 戈のir 5-矩尺生J ;s. S I . 4- 0 X ･ir}z糸で、A衣ﾉ^、t>

ェフりン尹ド｀レス、あ'!£しa ング叩レス及Vヽ普段JS Tヽあ§．足犀計湖篤郎本元一芳勣's

. 超Aヽ型府隻厦太支換界%使用し. I 片肺隔・ヽ'3 o秒澗、両足鵬面2 0 端片・ヽ足芦t訂測

? S'fi二組^ヽヽhi.渕欠締果･T、いフロコンtr ュ- タI -一冊記檜^ tt, 渕見終了後、パ~

ソアノレコンビ一タr^靫送し芦折j る・
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